
思いをつなぐ
～忘れてはいけない、あの日のこと～



制作にあたって

１９４５年８月６日広島に、そして８月９日長崎に、原爆が放たれました。大量
の放射線と強烈な爆風、熱線によりどちらの街も一瞬にして破壊され、罪なき多く
の市民の尊い命が奪われました。

あれから８０年が経過しました。
世界には、依然として１２,０００発以上の核兵器が現存し、さらには、核兵器を
脅しに使用する侵略戦争が起きるなど、核兵器の使用がこれまでになく現実味を帯
び、その脅威は再び我々人類にのしかかっています。
このような情勢にあっては、唯一の被爆国である我が国は世界の国々と一体とな 
って、より一層核兵器の廃絶に取り組んでいくことが必要です。

この「時をつなぐ平和絵本」は、原爆によって被害を受けた人の高齢化が進むな
か、その体験を風化させることなく後世に語り継ぐため、市内中学生のみなさんが、
被爆された方の体験を聞き、絵本にする取り組みで、制作を通して被爆の実相を知
るとともに被爆者の平和への思いを受け継ぎ、伝え、広げていくことを目的と
しています。

この絵本を通して、被爆者と子どもたちの平和への切なる願いが、一人でも多く
の人に届くことを期待しています。
結びに、自らの被爆体験をお話しいただいた堺原爆被害者の会藤野守様、並びに

今回の制作にご協力をいただきました富田林市立第二中学校平和の絵本実行委員会
のみなさん、そしてご指導いただいた先生方に心から厚くお礼を申しあげます。

令和 8年３月

富田林市



令和７年７月１６日、富田林市立第二中学校において、堺原爆被害

者の会から 藤野
ふじ の

守
まもる
さんをお招きし、広島での被爆体験を語って

いただきました。

藤野さんは広島の爆心地から３km以内の学校の寄宿舎で被爆されま

した。被爆の経験はご家族にも話してこられませんでしたが、被爆

から 60年目に母校の慰霊祭に参列されたことをきっかけに、折に

触れ人前で話をされるようになりました。「これは生き残った自分

が伝えていかなければならない」と。

終わりに藤野さんは「原爆について、世間一般の人は、どの程度知

っておられるでしょうか。年配の人が亡くなってくると、こういう

ことがあったことも消えてなくなるというか。こういう歴史を絶や

さないように、皆さんが伝えてくださることを願っています。」と

思いを述べられました。

広島での被爆体験を語られる藤野さん





2

戦
せん
後
ご
80年

ねん
が経

た
ちました。 

それでも、あの日
ひ
を忘

わす
れることはできません。 
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私は当時
とう  じわたし

旧制
きゅうせい

中学
ちゅうがく

四
よ
年生
ねんせい
でした。 

現在
げんざい
でいう高校

こうこう
一年生
いちねんせい

です。 

でも学校
がっこう
には通

かよ
っていませんでした。 

戦争
せんそう
のための兵器

へ い き
を作

つく
るからです。 
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夜勤
や き ん
の仕事

し ご と
を終

お
えて、市内

し な い
の学校

がっこう
にある寄宿舎

きしゅくしゃ
で休

やす
んでいた 

昭和
しょうわ
20年

ねん
（1945年

ねん
）8月

がつ
6
む
日
いか
午前
ご ぜ ん
8時
じ
15分

ふん
。  

飛行機
ひ こ う き

の爆音
ばくおん
が聞

き
こえ、パッと光

ひかり
が走

はし
った障子

しょうじ
を開

あ
けた瞬間

しゅんかん
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「はっ、、、」 

気
き
がつくと私

わたし
は下敷

し た じ
きになっていました。 

落
お
ちたんです。壁

かべ
も、瓦

かわら
も、天井

てんじょう
も 
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私
わたし
が必死

ひ っ し
にがれきから這

は
い出

だ
して外

そと
の景色

け し き
を見

み
ると、 

赤黒
あかぐろ
い空

そら
と真

ま
っ赤

か
な人々

ひとびと
で溢

あふ
れていました。 
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衣服
い ふ く
は焼

や
け落

お
ち頬

ほお
や腕

うで
の皮膚

ひ ふ
が 

剥
は
がれて垂

た
れ下

さ
がり、 

その歩
ある
く姿

すがた
はまるで地獄

じ ご く
絵図
え ず
でした。 
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中
なか
でも一番

いちばん
ひどい火傷

や け ど
を負

お
ったのが二年生

にねんせい
の男

おとこ
の子

こ
でした。 

顔
かお
がどんどん腫

は
れてきて、 

目
め
が見

み
えないくらい大

おお
きく腫

は
れ上

あ
がっていました。 
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男
おとこ
の子

こ
は「水

みず
くれぇ、、水

みず
くれぇ、、」 

と泣
な
いていました。 
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でも喉
のど
に火傷

や け ど
を負

お
っていたので、 

水
みず
を少

すこ
しずつしかあげられませんでした。 
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陸軍
りくぐん
が開

ひら
いている野戦

や せ ん
病院
びょういん

に、 

全身
ぜんしん
火傷
や け ど
をした仲間

な か ま
を連

つ
れて行

い
くことにしました。 
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そこには、大勢
おおぜい
の怪我

け が
や火傷

や け ど
をした人

ひと
がいて、 

丁寧
ていねい
に治療

ちりょう
をできる環境

かんきょう
ではありませんでした。 
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そして、 

私
わたし
は今

いま
でも鮮明

せんめい
に覚

おぼ
えている光景

こうけい
があります。 
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若
わか
いお母

かあ
さんは全身

ぜんしん
を大火傷

おおやけど
し、息

いき
も絶

た
え絶

だ
えでした。 

その胸
むね
に赤

あか
ちゃんがしがみついて 

一生懸命
いっしょうけんめい

乳
ちち
を探

さが
していたのです。 

 

果
は
たしてあの子

こ
は生

い
き永

なが
らえたであろうか。 

今
いま
でも思

おも
い出

だ
すたびに、胸

むね
が詰

つ
まります。 
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寄宿舎
きしゅくしゃ

に残
のこ
っていたのは私

わたし
ともう一人

ひ と り
になりました。 

家
いえ
へ帰

かえ
ろうと私

わたし
たちは駅

えき
まで歩

ある
いて行

い
きました。 

なんとか汽車
き し ゃ
は動

うご
いていたのです。 
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その道中
どうちゅう

で大怪我
お お け が

をした人
ひと
がずらりと並

なら
んでいました。 

女
おんな
か男

おとこ
かわかりません。 

生
い
きているか、死

し
んでいるかもわかりません。 



19

熱
ねつ
から逃

のが
れようと池

いけ
に飛

と
び込

こ
んで 

そのまま死
し
ぬ人

ひと
もいました。 
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駅
えき
にたどり着

つ
いて、汽車

き し ゃ
に乗

の
って故郷

ふるさと
へ帰

かえ
りました。 
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家
いえ
に帰

かえ
ると家族

か ぞ く
は、私

わたし
の顔

かお
を見

み
て驚

おどろ
きました。 

「「生生
い
ききととっったたんんかか！！」」 

「生きとったんか！」 
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私
わたし
はもう死

し
んでいたと思

おも
われていたのです。 

この戦争
せんそう
で生

い
き残

のこ
ったことが奇跡

き せ き
なんだと思

おも
いました。 
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25                                              

今
いま
を生

い
きるみなさんへ 



26                                       

広島
ひろしま
は、あの一瞬

いっしゅん
の爆弾

ばくだん
で地獄

じ ご く
に変

か
わりました。 

奇跡的
きせきてき

に生
い
き残

のこ
った私

わたし
にも差別

さ べ つ
や生

い
きづらい時代

じ だ い
がありました。 



27                               

だから私
わたし
は願

ねが
います。 

核兵器
かくへいき

のない未来
み ら い
を。 



28                         

戦争
せんそう
ではなく、

互
たが
いに向

む
き合

あ
う平和

へ い わ
な世界

せ か い
を。



29                      

戦
せん
後
ご
80年

ねん
の節目

ふ し め
に、 

あなたがこの現実
げんじつ
と向

む
き合

あ
い、 

未来
み ら い
へ繋

つな
ぐことを願

ねが
っています。 
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思いをつなぐ

～ 忘れてはいけない、あの日のこと ～

令和８年３月発行

≪被爆体験者≫

藤野
ふじ の

守
まもる

（堺原爆被害者の会）

≪絵・文章・総括≫

富田林市立第二中学校

平和の絵本実行委員会のみなさん

【絵】阪本 莉良 / 北野 雅空 / 山口 明日香 / ２年生（匿名）

浅野 凛咲 / 山口美粋 / 鈴木 蓮夏 / 坂井 夏海

【文章】北野 詩歩 / 掃部 湘真 / 平松 杏梨 / 細見 栞那

元山 萌ノ芽 / 田 彩珠 / 伊藤 陽莉 / 布 青空

【総括】前川 勝哉（顧問）

≪編集・発行≫

富田林市 市民人権部 人権・市民協働課

〒584-8511 富田林市常盤町１ｰ１

0721-25-1000（代）

※この絵本は、被爆体験者が当時の記憶に基づいて語った内容を

子どもたちが情景としてイメージしたものです。






